
良いことも
　そうでないことも
　　ちゃんと伝えたい

福
島
県
耶
麻
郡
西
会
津
町 

奥
川
地
区
中
町
集
落

集

中

落

町

の
教
科
書
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至東京至群馬 至水戸

至仙台 至仙台

いわき
中央ＩＣ
いわき
中央ＩＣ
いわき
中央ＩＣ

常磐富岡ＩＣ

南相馬ＩＣ

相馬ＩＣ

浪江ＩＣ

福島西
ＩＣ

二本松ＩＣ

 郡山ＪＣＴ 郡山ＪＣＴ

いわきＪＣＴ

郡山ＩＣ
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松
Ｉ
Ｃ

会
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松
Ｉ
Ｃ

会
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松
Ｉ
Ｃ
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Ｉ
Ｃ
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新潟中央ＩＣ

須賀川ＩＣ
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磐越西線
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線

東
北
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線

東
北
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幹
新
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越

線
幹
新

線
磐
常

磐
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自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

自
磐
常

動
車
道

磐越自動車
道

福島空港

新潟空港

日
本
海
東
北
自動

車道

北
陸
自
動
車
道

関

自
動
車
道

越

野
沢
駅

野
沢
駅

郡山駅

新白河駅

福島駅

会津若松駅会津若松駅

相馬駅

いわき駅

新潟駅 西会津町

新潟県

会津地方

49

459

400

西会津ＩＣ西会津ＩＣ

ロータスイン

道の駅
にしあいづ ふるさと自慢館

鳥追観音

西会津町役場

西会津
国際芸術村

新郷連絡所

おとめゆり
群生地

奥川みらい
交流館

大山祇神社

阿賀川

奥
川

磐越自動車道

磐越西線

至
会
津
若
松

至
新
潟

西会津町

野沢駅野沢駅

尾登駅尾登駅

上野尻駅上野尻駅

徳沢駅徳沢駅

東京駅

仙台駅

新宿駅

新潟駅

郡
山
駅

会
津
若
松
駅

西
会
津
町（
野
沢
駅
）新津駅

東北新幹線
1時間20分
東北新幹線
40分

高速バス
4時間30分

JR信越本線
20分

JR
磐越西線
1時間20分

JR磐越西線
2時間

JR
磐越西線
50分

電車・バスでお越しの方

お車でお越しの方

新潟IC

会
津
若
松

西
会
津
Ｉ
Ｃ

東京
東北
自動車道
3時間

仙台
東北
自動車道
1時間30分

磐越自動車道
1時間

磐越
自動車道
30分

磐越
自動車道
20分

郡
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ

飛行機でお越しの方

JR
磐越西線

新潟空港

郡
山
駅

西
会
津
町（
野
沢
駅
）

札幌（新千歳）

大阪（伊丹）

磐越自動車道
1時間20分

タクシー
バス
40分 2時間10分

福
島
空
港

各種アクセス

※西会津町HPより引用 強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール ゆるいルール 慣例や風習 消えつつあるルール

デマンドバス利用料
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立
地

　

中
町
集
落
が
あ
る
西
会
津
町
は
、
新

潟
県
と
福
島
県
の
県
境
に
あ
り
、「
会

津
の
西
の
玄
関
口
」
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
新
潟
と
会
津
を
結
ぶ
「
越
後
街

道
」
が
通
り
、
江
戸
時
代
に
は
越
後
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
賑
わ
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
も
、
そ
の
歴

史
薫
る
町
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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町
内
の
移
動
手
段

　

町
内
の
移
動
は
、
自
家
用
車
が
好
ま
し
い

で
す
。
ま
た
雪
国
の
た
め
、
冬
期
は
積
雪
や

路
面
の
凍
結
が
あ
り
、
四
輪
駆
動
の
自
動
車

が
お
す
す
め
で
す
。
自
家
用
車
が
な
い
方
は
、

町
営
バ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
バ

ス
「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
号
」
は
、
予
約
に
よ
り

運
行
す
る
バ
ス
で
、
町
内
全
域
を
運
行
エ
リ

ア
と
し
て
い
ま
す
。
電
話
ま
た
は
専
用
ア
プ

リ
か
ら
予
約

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

ア
ク
セ
ス

磐越自動車道・西会津IC付近から見渡す西会津町。向こうに見えるのは飯豊連峰

区分
利用者登録した
町内者で前日

までに予約した人

（1）利用者登録を
していない町内者

（2）当日予約の人
町外者

大人
（中学生以上69歳以下） 200円 300円 300円

子ども（小学生）
100円 150円 150円

70歳以上

手回り品（登山リュック等） 100円 150円 150円

※身体障がい者手帳交付者、福島県療育手帳交付者、精神障がい者保健福祉
手帳交付者、手帳交付者の介護者、就学前の乳幼児は利用料が免除となります。
なお、手帳をお持ちの方は、乗車の際、運転手に提示してください。
※町民バス回数券は、会津バス野沢営業所、バス車内、役場出納室、公民館、
新郷連絡所、奥川支所、徳沢出張所、西会津診療所、群岡診療所、道の駅よりっ
せ、ロータスインで販売しています。

中
町
集
落
の
教
科
書
と
は

　
『
中
町
集
落
の
教
科
書
』
は
、
初
め

て
集
落
を
訪
れ
た
人
や
、
移
住
を
考

え
て
い
る
人
、
集
落
に
興
味
が
あ
る

人
な
ど
、
中な
か
ま
ち町

集
落
に
関
わ
る
人
に

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
地
域
の
情
報

を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
冊
子
で
す
。

集
落
の
ル
ー
ル
や
、
こ
の
地
域
な
ら

で
は
の
風
習
、
暮
ら
し
の
注
意
ご
と
、

人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
。
こ
の
教

科
書
を
参
考
に
、
中
町
集
落
へ
の
理

解
を
一
歩
深
め
な
が
ら
、
こ
の
地
域

の
暮
ら
し
や
滞
在
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

西会津町公式 HP

 集落のルールについて 集落のルールも記載しているところには、強いルールやゆるいルールなどその強弱
の目安となるアイコンを付しています。参考にしてみてください。

※本誌に掲載されている情報は2024年3月15日現在のものです。
　発行後に変更となる場合もありますので、あらかじめご了承ください。
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 中町集落の立地
　中町集落は、西会津町の北部にある「奥川地区」内にあります。奥川地区の北側には 1,000m 級の山々が
連なり、春夏秋冬それぞれに美しい風景を見せてくれる自然豊かな地域です。「奥川」という川が実際にあり、
イワナやヤマメなどの渓流釣りの本場で、シーズンには多くの釣り客が訪れます。そんな奥川地区の中心地に
位置するのが「中町集落」です。町の中心部から伸びる縦貫道と、隣接する新潟県側と喜多方市を結ぶ国道が
通っているため、山奥でありながらも比較的アクセスしやすい環境です。

 中町集落の主要スポット

❶奥川みらい交流館
　廃校になった旧奥川小学校を利活用して運用して
いる町の公的施設。西会津町役場奥川支所として機能
しているほか、研修室や調理実習室などがあり、町の
様々な催しで活用されています。奥川地区には病院
がありませんが、毎週火曜日には出張診療所として、
奥川みらい交流館内で医師の診察を受けることがで
きます（内科のみ）。

❷集落支援拠点施設「結
ゆい

」
　高齢化率の高い奥川地区の集落支援を担う中心拠
点。集落支援担当の地域おこし協力隊が滞在・活動し、
町外から訪れた関係者の宿泊施設としても機能して
います。

❸喜多方警察暑 奥川駐在所
　警察官の駐在所であり、警察官が居住している場
所です。集落の人からは親しみを込めて「駐在さん」
と呼ばれており、集落の住人としての関わりもありま
す。奥川地区はとても治安がよく、事件や事故はめっ
たにありませんが、万が一の事態が発生した場合に
も安心です。

❹西会津町消防団中町班
　奥川地区内で発生した火事の初期消火に対応でき
る設備類が格納されています。

❺中町集会所
　催しや集会などで利用できる集落の公民館です。
Wi-Fi が完備されており、オンライン会議などでイン
ターネットを使う場面でもスムーズに作業が進みま
す。中町集落に住む人の利用は無料です。

❻農家民宿のばら
　中町出身の元気な農家さんが営む民宿。昔ながらの

「曲がり屋」で、まるで日本昔ばなしの世界に訪れた
かのような懐かしい気持ちが感じられます。

❼味処さかや
　名物女将とそのご主人が営む昔ながらの食堂。町内
外のファンが多く、シンプルながらも味わい深いラー
メンが人気。かつては「酒屋」を営んでいたそうです。

❽ JA 会津よつば奥川支店
　金融機関があるほか、お菓子やお茶などを買える。

❾奥川郵便局
　預貯金や振込、年金の受給、荷物の配送など、奥
川地区の暮らしを支える拠点。

●病院
　奥川地区には病院がありません。西会津町の中心地にある「西会津診療所」が
中町集落から最も近い診療所で、集落から車で 20 分ほどかかります。また、毎週
火曜日には出張診療所として「奥川みらい交流館」内で医師の診察を受けることが
できます（内科のみ）。
　救急車は野沢地区にある西会津消防署から出動します。ドクターヘリが来る場合
は県内から、「奥川みらい交流館」のグラウンドに来ます。

●買い物
　中町集落のお隣にある「真ヶ沢集落」内に、「福島屋」という商店があります。食
材や日用品など、最低限暮らしに必要なものはここで購入できる上に、仕出しも行っ
ているため会食などの際にも頼れる地域の台所です。また、西会津町の中心部には
スーパーマーケットやコンビニ、ドラッグストア、ホームセンター、クリーニング店、
衣料品店などがあり、生活用品のほとんどが町内で手に入ります。インターネット通
販を利用すれば、翌日に配達される品物もあります。山奥の集落だからといって不
便を感じることはほとんどありません。身体が不自由な方やご高齢の方は、「福島屋」
が運営する移動販売車（火・水・土曜）の利用もおすすめです。

●ガソリンスタンド
　中町集落のお隣にある「真ヶ沢集落」
内に、「伊勢屋商店奥川給油所」があり
ます。商店も営んでいるので、コーヒー
を買って休憩がてら給油する、なんてこ
ともできます。おしゃべり好きな気さくな
スタッフさんもいます。

●インターネット環境・携帯電話の電波
　自宅で Wi-Fi やインターネット、テレ
ビを利用する場合は「西会津町ケーブル
テレビ」の加入が必須です。中町集落内
は、携帯電話の電波が途切れることはほ
とんどありませんが、町内の一部の集落
やエリア、山奥では電波が入らない場所
があるためご注意ください。

 暮らしのライフライン

459

西会津町克雪センター

奥川こらんしょ村

曹洞宗龍泉寺
奥川ライスセンター

奥
川
新
郷
線

奥川みらい交流館

集落支援拠点施設「結」

喜多方警察暑
奥川駐在所
JA会津よつば奥川支店

中町集会所

農家民宿のばら

西会津町
消防団中町班

1

2

奥川郵便局9

3
8

5

味処さかや
7

6

4

361

383

49

459

400

奥川新潟県

喜多方市

西会津町

中町集落

おくがわ

新郷
しんごう

群岡
むらおか

尾野本
お  の  もと野沢

 の ざわ

高齢化率が高い
山村地

山に囲まれた地域
西会津国際芸術村がある

至
会
津
若
松

至
新
潟

教育・子育ての拠点

西会津 IC 磐越自動車道

奥
川
新
郷
線（
縦
貫
道
）

移住者が多い地域

町の中心部。
店舗や公共施設が集中  

361
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中
町
集
落
を
語
る
8
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
中
町
集
落
っ
て
ど
ん
な
場
所
？
集
落
の
雰
囲
気
や
魅
力
を
一
言
で
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

1. 奥川地区の中心地
町役場の奥川支所や駐在所をはじめ、町の
機能的な施設が揃う中町集落。その賑わい
から「ここは銀座通りだ」という地元の人も。

5. お茶飲み好き
道端で会ったり挨拶したりすると、「茶でも
飲んでげ〜」と、すぐにお茶飲みに誘ってく
れる文化があります。中町集落では、それ
は日常的なこと。気を遣わずに、ぜひ参加
してみてください。

2. 毎日が絶景
春は新緑、夏は真っ青な空と山々、秋は黄
金色の稲、冬は幻想的な白の世界。四季そ
れぞれに美しい風景を見せてくれます。

6. 古くて新しい
昔ながらの日本の田舎の風景が残っていな
がらも、県内外から絶えず多くの人が訪れ
て活性化に取り組んでいたりと、新しい風を
感じる地域です。

3. 農業の名人
集落の多くの人が、米づくりや野菜づくりを
しています。その味が本当においしい！家
庭菜園や農業に興味がある人は、教えても
らうこともできそうです。

7. 気さくで人が好き
中町集落全体が、とてもアットホームな雰囲
気。町外から来た人や、初めてこの地域を
訪れた人に対しても、「どこから来たんだ？」
と話しかけてくれたりと、とても親しみやす
い人が多いです。

4. ものしり博士
かつては、山や田んぼが遊び場だったとい
うこともあり、特にお年寄りの方たちは自然
についていろんなことを知っています。ぜひ
お話を聞いてみてください。

8. ツーリング客に人気のスポット
中町集落を横切る国道459号は、バイクツー
リング客に人気のルート。田畑や山に囲ま
れた気持ちの良い風景は、多くの人の心を
ひきつけています。

 
数
字
で
み
る
中
町
集
落

　

中
町
集
落
の
人
口
や
気
象
状
況
な
ど
、
集
落
の
特
徴
を

表
現
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
集
め
ま
し
た
。

世帯数

25戸
大きさの規模としては、ぐるっと歩い
てまわれるほどコンパクトな集落。で
すが、周辺には1軒、2軒しかない集
落もあるので、奥川地区の中では都
会なのかもしれません。

人口

38人
住んでいる人はみんな顔見知りで、
顔や名前はもちろん、その人の家族
や親戚のこともお互いに知っている
関係性。集落まるごと家族のよう。

高齢化率

56％
西会津町内においても、高い数値。
確かにお年寄りが多い地域ですが、
若者に負けない気力と活力があり、

「集落の人から元気をもらった」と
いう人も多数。

男性

20人
女性

18人
男女比

男女の比率は大差なく、
ほぼ同じ人数。

最高気温

34.7℃
夏場は蒸し暑いですが、お盆を過ぎる
とぐっと涼しくなる傾向。昼間は暑く
ても朝晩は冷えるため、エアコンを設
置していない人もいるそうです。

平均積雪量

約140㎝
近年は雪の量が減りつつありますが、
どっさり降る年は、人の背丈以上の雪
の壁ができることも。人によっては、
雪が降る方が体感温度が暖かく感じら
れることもあります。

最高齢

98歳
お年寄りが元気な地域であり、長
寿の里ともいえる中町集落。その
元気の秘密は、よく食べ、よく笑い、
よく動くことなんだとか。

最低気温

-10.7℃
「大寒」を迎える 1 月末〜 2 月頃が、
最も冷え込む時期。特に昔ながらの民
家は木造で断熱性能が高くないため、
暖房器具などの寒さ対策が必須です。

※世帯数、人口、高齢化率、最高齢は令和 5 年 6 月時点のデータ
※最高・最低気温は令和 5 年度西会津町オープンデータより引用
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集
落
の
歴
史
ば
な
し

　
中
町
集
落
が
あ
る
奥
川
地
区
の
歴
史
や
文
化
的
資
源
に
ま
つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
ご
紹
介
。
集
落
や
こ
の
町
の

歴
史
を
知
る
と
地
域
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

奥川地区は、かつては「村」だった！
　中町集落は、西会津町の北部に位置する「奥川地区」にある集落です。そもそも西
会津町は、昭和 29 年（1954 年）に 1 町 9 ヵ村が合併して誕生した町。その一つの
村に「奥川村」があり、それが現在の奥川地区です。つまり奥川地区は、かつては独
立した村でした。

木材・木炭を運んだトロッコ道
　大正時代のはじめに、当時の奥川村の近代化を加速化させた出来事がありました。
一つは、水力発電所の建設。もう一つが、トロッコ道の建設です。それらは、奥川地
区にとって「明るい未来が見えた」と思われる出来事だったそうです。トロッコ道は大
正 3 年、岩越鉄道全通により開設された徳沢駅から奥川に沿って、飯豊山麓の弥平四
郎集落東の角間沢までおよそ 20km を結ぶものでした。これは、林区署という国の機
関（のちの営林署）が建設したもの。のちに、何本かの枝線が建設され、その中には
昭和 37 年に廃止となる最後まで活用された軌道もあります。

　奥川地区の背にそびえる「鏡山」や、それに連なる山々はブナの木が豊富です。こ
の当時はアメリカで玩具としての需要が高く、多くは輸出用として伐り出されていまし
た。奥川村では、その利便性からトロッコ輸送が民間利用としても活用され、それまで
自給自足が主であった村の生活を大きく変えることになりましたが、昭和 30 年頃にト
ラック輸送に移り変わり役割を終えました。玉石を積み上げた路盤跡は各所に残ってい
ますが、黒部峡谷のトロッコとほぼ同じ距離の軌道は崩落が進み、今では通行困難で
人々の記憶から忘れられようとしています。

五
ご か

ヶ村
そんぜき

堰
　奥川地区の集落の多くは、奥川両岸の段丘面に点在しています。この
あたりの地域では地下水を得ることは容易ではなく、飲料用の井戸さえ持
てない状況で、生活用水もかんがい用水も小さな沢の水や堤に頼らざる
を得ませんでした。しかし、これでは干ばつの年などにはなす術もなく、
豊富で安定した水を得ることが村人の宿願だったのです。こうして、中町
集落に隣接する小屋集落付近を取水口とする堰の建設計画が立ち上がりま
した。これが「五ヶ村堰」の誕生です。取水口は標高およそ 250m、そ
こから下流にある宮野・真ヶ沢・中町集落を経て、新町村中を流れ、再び
奥川に放出されます。この堰は、延宝 7 年（1679 年）に書かれた「堰
改め帳」にも記載があり、現在においても最も大きい規模を誇る堰です。

奥川七観音
　明治 19 年（1886 年）に奥川地区にある七つの観音堂
が選定されたもので、御

ご
詠
えい

歌
か

は宮城三平によって詠まれて
います。中町集落内には、そのうちの一つの中町観音堂が
あります。近年は、この七観音をめぐって御朱印を集める
イベント「七観音ウォーク」が開催されており、町内外から
訪れる多くの参加者で賑わいます。

中町集落内にある中町観音堂。
地域のおかあさん方によって守
られ続けています

五ヶ村堰

奥川地区にある観音堂をめぐり歩く
「七観音ウォーク」。 地域の歴史を
たずねながら、豊かな自然にもふれ
られます

奥川軌道跡
参考文献：『西会津町歴史文化基本構想』
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多
様
な
生
き
物
と
共
存
す
る
集
落

　

山
々
に
囲
ま
れ
、
自
然
環
境
が
豊
か
な
中
町
集
落
。

こ
こ
は
、
多
様
な
生
き
物
の
す
み
か
で
も
あ
り
、
時
に

は
人
間
に
危
害
を
及
ぼ
す
動
物
と
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
う
し
た
生
き
物
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
対
応
や
対
処
方
法
に
つ

い
て
も
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、

鉄
砲
の
空
砲
音
な
ど
が
時
々
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
も
害
獣
対
策
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　大きなハエとハチの間のような見た目をして
います。真夏、川沿いによく出る虫です。車に
寄ってくる傾向もあります。毒はありませんが、
刺されると痛みと痒みを伴います。水で洗い流
した後、保冷剤等で冷やし、抗ヒスタミン薬を
塗ることで、痛みや痒みを抑えることができま
す。決して、患部を掻きむしることはしないよう
にしましょう。抗ヒスタミン成分は、市販の虫刺
され薬にも含まれているので、効果が期待でき
ます。もし、発熱を伴ったり痛みが数日経って
も引かない場合は、病院で診察を受けるように
しましょう。

　会津地域ではツキノワグマが山間部の森林に
恒常的に生息していて、山に餌がない時期や子
育ての時期、集落内に柿などの食べ物が多い時
期は集落の近くに出てくることがあります。人を
怖がらずに集落に居ついてしまった場合など「危
険」と判断されたクマは捕獲を行いますが、まず
は家で出た生ゴミやクマが好きな匂いを出す肥
料などを適切に処理することにより、民家の近く
に寄ってこないようにすることが大事です。クマ
も人を怖がるので、多くの場合、人を見たら逃
げていきます。山菜やキノコ採りで山林に入ると
きは、クマ鈴などの音を出るものを身に着けて、
見通しの悪い藪を避けクマに発見されやすくする
ことで人身事故を防ぎましょう。

　別名、ヘクサンボ。山が多い集落であるため、
カメムシは日常的に遭遇しやすい虫です。殺虫
剤を使いたくないという人は、ペットボトルを半
分に切り、下半分に灯油や洗剤を入れて、その
上に上半分を逆さまにしてはめると、カメムシ取
りとして役立ちます。昔ながらの言い伝えでは、

「カメムシが多く出る年の冬は雪が多い」と言
われてきたそうです。

　奥川地域にはいくつかのニホンザルの群れが生
息しています。群れで行動するため、一度に大き
な農作物被害を受けてしまいます。家庭菜園を始
めてみたいと考えている人は、こういった野生動
物からの被害に対して電気柵などの対策を同時に
行う必要があります。サルは日中に活動するため、
昼間に花火で追い払うことで群れごと移動させて
被害を防ぐことができます。西会津町では、サル
に発信機を取り付けることで位置を把握し、ケー
ブルテレビを通じてサルの群れの出没予報を知ら
せています。これらを活用して追い払うことで、
サルが寄り付かない集落を目指しています。

　見た目はハエそっくりで、目の周りに白い模
様があるのが特徴的。夏場、川や水際の影に
いて、草刈りの時に遭遇しやすい虫です。服の
隙間からも入ってくるため、ハチ除けの服など
を着て作業するほか、夕方は水辺の作業をしな
い方がいいという地元の人の声もあります。排
気ガスを好み、車を運転した後はエンジンを止
めて 5 〜 10 分待ってから車外に出た方が良い
とのことです。

　平成24年頃から稲やジャガイモなどの被害が出
ていて、現在は西会津町全域に生息しています。
電気柵を設置して被害を防いでいますが、田んぼ
や畑だけではなく、農作物が無い民家や水路の周
りなども掘り起こす場合があります。集落で水路の
掃除などを行う場合は積極的に参加しましょう。
福島県ではイノシシの被害が増加しており、自衛
のために狩猟免許を取得する人が増えています。
狩猟に興味がある方
は、町役場に相談し
てください。なお、電
気柵を触ると感電す
るので注意してくだ
さい。

ニホンザル

ツキノワグマ アブ

カメムシ メジロアブ（イヨシロオビアブ）

イノシシ
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集
落
行
事

　

厳
し
く
も
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
も
集
落
の
営
み
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
中
町
集
落
で
は
様
々
な
取
組
や
行
事
を
集
落
を
あ
げ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

 

伝
統
行
事

　

昔
か
ら
集
落
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
礼
や

催
し
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
今
は
そ
の
担
い

手
や
参
加
者
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
伝
統
文
化
が
消
え
つ
つ
あ
る
と
い
う

実
情
も
。
興
味
を
持
つ
だ
け
で
も
集
落
の
人
は

喜
ん
で
く
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
話
を
聞
い
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

○義務人
にんそく

足
　「人足」とは、自治区ごとに行う共同作業のこと。中町集落をはじめ、稲作が
中心の山間部の集落では、数ｋｍにもわたる水路の整備や水利設備の管理、道
路の草刈りや道路整備など、自分たちが暮らす環境を自分たちの手で守り、整
えることが暮らしの基本となっています。正直、体力的にも簡単な作業とは言え
ない取組ですが、いかにして集落が人々の努力と手によって守られてきたのかを
知ることができ、集落の人たちと深くつながる接点にもなります。

義務人足その 1  水路の落ち葉上げ
　中町集落にある田畑で使う水は、山の中に整備された溜め池から水路を引い
て集落まで水を流しています。その道のりは５ｋｍほど。この水路に落ち葉や泥
が溜まってしまうと、集落まで水を流すことができず、田畑の水不足に悩むきっ
かけに。それらを防ぐために、定期的に水路の掃除（落ち葉や泥上げ）を行います。
開催日は、４月・7 月・11 月末の年 3 回。具体的な日時は、事前に区長さんか
ら連絡があります。

義務人足その 2 3ｋｍにわたる農道の整備
　作業内容としては水路掃除とほぼ同じです。開催時期も同じく、4 月・7 月・
11 月末の年 3 回。どちらの人足に行くかは集落内で役割分担をしています。
近年は人口減少のため、周辺の集落の人の力を借りたり、町内外の有志を募っ
たりと、外部の協力も大きな支えとなっています。

○歳
さい

の神
かみ

　しめ飾りや神棚のお供物、カレンダー、お札などをお焚き上げして歳神様
を天にお送りし、一年の五穀豊穣や無病息災を願う会津地方の伝統行事で
す。各家庭から藁を持ち寄り、心棒となる雑木を 2 本立てて藁を円錐形に
結びつけたものに火を投じます。年男、年女がいればその人に火をつけて
もらうそうです。毎年、小正月にあたる 1 月 15 日の 18 時から、集落内
の農道にて開催されます。スルメや餅を持参して竹に刺して焼いて食べると
無病息災が叶ったり、習字の書き損じを燃やすと字がうまくなったりするい
われがあります。集落内で 11 月、12 月に不幸があれば、取りやめになる
こともあります。

○子
こ

安
やす

観
かんのん

音
　中町集落内には子安観音という観音様のお堂があ
り、そのお世話は集落の女性の団体「講

こうちゅう
中」が担っ

ています。観音様へのお供物や、お堂まわりの掃除な
どを行い、開催時期などは講中の方々が決めているそ
うです。興味がある人は、集落のおかあさん方に聞
いてみましょう。

○延
えんめい

命地
じ

蔵
ぞうそん

尊
　毎年 3 月 24 日と 8 月 24 日に「延命地蔵尊」の
お世話をする女性（講中）が集まって、ご馳走をつくっ
たりお念仏を唱えたりする行事があります。お念仏は

「御
ご

詠
えい

歌
か

」といって、会津三十三観音の御詠歌を唱
えます。譜面があるわけでもなく、代々、地域の人た
ちが歌い継いでいます。こうしてお念仏を唱え、ご馳
走をお供えし、子どもたちの健やかな成長を願い、集
落を守ってくださっているお地蔵様に感謝する。中町
集落で古くから行われている大切な行事です。ちなみ
に昔は、このお地蔵さんを家に連れて帰り、お地蔵さ
んと一緒にご馳走をいただいていた歴史もあるそうで
す。

○伊
い ず

豆神社の祭礼
　伊豆神社は、中町集落にあるこの地域の鎮守さま。
神社の宮びらきをする 4 月 28 日と、宮じまいをする
10 月29 日に、神主さんを呼んで祭礼を行っています。
宮びらきでは五穀豊穣を願い、宮じまいでは豊作の感
謝を神様に伝えます。この祭礼の前には、境内や社
殿の掃除を行っています。神社は山を登ったところに
あるため、体力のある若手の力が必要。参加は義務
ではありませんが、ぜひ積極的に参加してもらえると
嬉しいです。

○回り人足
　3 人 1 組の当番制で行う人足。消火栓や防火水槽の除雪、集会所の雪囲い
など、細々とした作業を担当します。具体的な仕事内容や時期については区長
さんから指示がありますので、担当する 3 人で話し合って役割分担をしてくださ
い。参加できない場合の「代夫賃」は発生しません。

自分たちの暮らしは、自分たちで守り、整える。

☆移住者は 2 〜 3 年の
　参加猶予あり

義務人足は、集落の住人にとって
参加義務のある取組ですが、集
落の暮らしに慣れない移住者は、
2 〜 3 年の参加猶予が設けられま
す。可能であれば参加が求めら
れますが、まだ暮らしに慣れない
場合や参加が難しければ、中町
集落の区長さんに相談して参加を
免除してもらいましょう。

☆義務人足に参加できないときは
様々な事情で義務人足に参加で
きない場合は、「代夫賃（だいふ
ちん）」を集落の会計担当に支払
いましょう。一日がかりの人足の
場合は 5,000 円、半日の場合は
2,500 円です。この費用は中町
集落の維持・運営費などに充てら
れます。
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ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール
水路の落ち葉上げの様子



強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

考え中ゆるいルール強いルール ゆるいルール 慣例や風習
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 農業
　農業はこの町の基幹産業であり、中町集落でも稲作を中心として様々な作物が栽培されています。「ミネラ
ル野菜」といって、町が推進する土壌改良の方針をもとに自身の畑で野菜を栽培し、道の駅などで販売してい
る人もいます。中町集落は水が豊かで、ほど良い日照量と昼夜の寒暖差があることから、米づくりには最適な
場所。稲作にしても、畑作にしても、集落には農業の名人が多くいるので、家庭菜園などにトライしてみたい
人は、アドバイスをもらってみましょう。

 中町集落の年間スケジュール

時期 行事 ルール
の濃さ 内容

1 月 1 日 元旦の挨拶
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

10 時から中町集会所に集まり、新年の挨拶をします。年の始めにけ
じめをつけて、まんべんなくご近所挨拶をするという意味も。カジュ
アルな場ではなく、正装で集まります。参加は強制ではありませんが、
参加できる人は積極的に顔を出すようにしましょう。

1 月初旬 集落の区長
を選出

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

2 年に 1 回、区長を選出するための選挙が行われます。投票権は 1 世
帯 1 票。会計などの役員は、区長が任命します。

 1 月 15 日 歳の神
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

歳神様を天にお送りする伝統行事。詳しくは 13 ページで紹介してい
ます。

3 月 24 日 地蔵講
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

講
こうちゅう

中と呼ばれる集落の女性たちが、お地蔵さまのお世話をします。詳
しくは 13 ページで紹介しています。

4 月 区費の
支払い

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

月末までに区費を支払います。年払いまたは月払いも OK。区費は毎
月 15 日までに組長に現金を持って行きましょう（区費は 1 世帯あた
り 1,400 円／月。移住者（移住後 3 年間）は 700 円／月）。

4 月下旬 義務人足・
種まき

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

冬のあいだに溜まった落ち葉や泥などの水路の掃除をする人
にんそく

足を、集
落の住民は義務参加で行っています。詳細は 12 ページで紹介してい
ます。また、稲作をしている場合は、この時期に種まきをします。

4 月 28 日 宮びらき
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

集落内にある伊豆神社の宮びらき（春の祭礼）を行います。詳細は 13
ページで紹介しています。

5 月中旬 田植え
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

ゴールデンウィークが開けて、初夏の空気が感じられるようになるこ
の時期は田植えのシーズンです。農家さんは忙しくしている時期なの
で、頼みごとなどは急ぎの場合を除き、田植えが終わってからにしま
しょう。

6 月 1 日
   〜 3 日

さなぶり
（早苗振）

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

田植えが終わって、「この 3 日間は農作業を休みにしましょう」という
農家さんの休日。

7 月 義務人足
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

1 年のうち 2 回目の義務人足は、草刈りが主な作業。

8 月 7 日 お墓掃除
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

この日の朝の時間帯に、お盆前のお墓掃除を行います。実際には、7
日と厳格に決められているわけではなく人によってバラバラですが、
昔はこの日と決まっていたそうです。

8 月 14 日 盆踊り
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

奥川地区全体の盆踊りが、奥川みらい交流館にて行われます。夏の風
情が感じられる素敵なひとときが過ごせますよ。参加は自由。

8 月 23 日 地蔵講
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

3 月に行う地蔵講の夏バージョン。

8 月 14 日
   〜 20 日 盆休み

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

この時期は、農家さんにとっての休日。今は厳格に休みと決められて
いるわけではありませんが、昔はこの期間は農作業を休んでも良いと
されていたそうです。

9 月 20 日
頃〜 稲刈り

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

毎年、およそこのあたりの時期から稲刈りが始まります。黄金色に染まっ
た田んぼの風景は美しく、昔ながらの田舎らしい情緒に包まれます。

10 月 29 日 宮じまい
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

4 月に行った伊豆神社の祭礼の秋バージョン。

11 月下旬
義務人足

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

1 年最後の義務人足を行います。また、具体的な日にちは決まってい
ませんが集落内にある観音様のお世話や掃除をするのもこの時期です。
11 月中頃から少しずつ雪の降る日が増えてきますので、建物の雪囲い
などの冬じたくをする家庭が増えてきます。

観音講・
冬じたく

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

12 月 28 日 正月準備
強いルール 慣例や風習 消えつつある

ルール
ゆるいルール

昔はこの日に、玄関飾りや鏡餅をつくるといった正月準備を行ってい
たそうです。現在は、この日と定められているわけではありません。

☆農業に興味がある方は…
　農業を始めるには、まず農地の確保が必要ですが、農地は宅地などと比べて自由に売買や貸借ができ
ません。つまりは、農業従事者でないと農地を確保することが難しいのです。そのため農業を始めたい
方は、まず農業従事者のもとで就農することが一番の近道です。農地の売買・貸借については、農業委
員会の決まりがあるため確認してください。　　　　　
　また、コンバインやトラクターなどの農機については集落内での貸し出しはなく、個人で用意する必要
があります。初期費用が高額になるため、はじめは集落の方に手伝ってもらいながら一緒に農作業する
のが良いでしょう。
　支援制度もありますので、詳しくは町役場（農林振興課）へ相談してみてください。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール



17 16

 家の手入れ
　中町集落には集合住宅やアパートなどがなく、昔ながらの民家が点在しています。こうした民家やその周り
の田畑は、集落の風景そのもの。きれいな景観を保てるように、集落の皆さんはこまめな手入れを心がけてい
ます。新しく中町集落に移り住む人や、中長期的に滞在する人も、こうした地元の人たちの心がけを尊重し、
建物や土地を大切に扱ってください。

 家のつくり
　まるで日本昔ばなしの世界に訪れたかのような、昔なが
らの民家が建ち並ぶ中町集落。建て替えなどで、新しい姿
に生まれ変わった民家もありますが、中には築130 年ほど
のいわゆる「古民家」もあります。特に「曲がり屋」と呼
ばれる様式の家は、その名の通り L 字に家が建てられてお
り、昔は玄関の土間に「べこ」（会津の方言で牛という意味）
が暮らしていました。農家民宿「のばら」を営む岩橋義平
さんの家は、まさに曲がり屋。ぜひお茶飲みがてら、遊び
に寄ってみてください。

○草刈り
　春〜秋にかけて、家の周りや所有する敷地周りの草刈
りはこまめに行いましょう。草が生い茂っていると、害虫
や動物が棲みついてしまい、近隣の迷惑になったり、空
き地や荒れ地のように見えてしまったりします。中町集
落の美しい風景をつくる一員であるという心意気を持ち
ましょう。また、草刈りには手刈りでなく機械の購入をお
すすめします。地域のホームセンターで購入できますが、
機種や使用方法など分からない時は、集落の人に聞けば
快く教えてくれますよ。

○除雪
　大人の背丈ほど雪が降り積もる豪雪地帯。冬が近づく
と、雪で家が壊れないように窓や扉などの開口部に「雪
囲い」をして備えます。雪が降ると、除雪が日課となり
ますが、豪雪地帯と言えど町の除雪委員が除雪車で道路
の雪かきをしてくれるため、各家庭での除雪は玄関や駐
車場周りだけで OK。さらに、大通りは自動的に雪を溶
かしてくれる「消雪パイプ」が設備され、比較的住みや
すい環境が整っています。

☆除雪や冬の暮らしの注意点
⃝除雪の際は、道路に雪を捨てずに田んぼや空き地などに捨てましょう。
⃝屋根から落ちる雪と、地面に積もっている雪との間には必ず隙間をつくっておくこと。その隙間が埋まってしまうと、

軒先が雪の重みに引っ張られて家が壊れてしまいます。
⃝軒先の下は歩かず、車も停めないこと。雪が落ちてケガをしたり、車が潰れる可能性があります。
⃝冬場は道路に車を停めないこと。除雪車の邪魔になります。
⃝除雪車をむやみに追い越さないこと。除雪車が脇に寄れば、追い越しても良いサイン。
⃝特に朝晩の冷え込む時間帯は、道が凍り、滑る危険が増します。車の場合は時速 30km 以下のゆっくり運転で。

歩く場合は、ペンギン歩きを心がけて事故やケガを防ぎましょう。
⃝家を守る「雪囲い」は、多くの家庭ではホームセンターなどで販売している波板で自作しています。自作が難しい

場合は、大工さんに依頼しましょう。

☆昔ながらの家の豆知識
しるし：マジックペンなどがない

時代は、農機具や鍬に
焼印をして「しるし」を
つけていた

屋 号：家の建物のなまえ

家　紋：一族が受け継いでいる
しるし

☆西会津町発のジョセササイズ
　慣れない人にとっては特に、除雪は重労働。しかし自分たちの暮らしを守るた
めにも、避けて通れない大切な日課です。近年では、逆転の発想で除雪をエクサ
サイズだと捉えて楽しもうというユニークな取組「ジョセササイズ」が西会津で生
まれ、web サイトも公開されています。除雪のポイントも詳しく掲載されています
よ。ぜひあなたも、レッツ・ジョセササイズ！

日本ジョセササイズ協会
https://jjxa.mystrikingly.com/

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

岩橋義平さんの私物。下駄や鎌の焼印のしるしは「やまさん」と読み、現代
でいうサインのようなもの。看板にある「野原」は「屋号」と呼ばれ、この
あたりは同じ苗字の人が多いことから、今でも苗字でなく屋号で呼び合って
います。

〜屋号マップを片手に集落を散策〜
　集落と関わりがある福島大学の学生の発案により作成された、中町集落の屋号マップ。町外から訪れる人にとっ
ては、なかなか馴染みのない「屋号」ですが、屋号はその家の歴史や職業などの意味が込められており、この地
域の歩みを知る大きな手がかりになるものです。ぜひ、このマップを片手に集落内を散歩してみてくださいね。
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 受け継がれる暮らしの知恵
　今のようにインターネットがない時代、昔の人はいろんなことを自然から学び、暮らしや人生の教訓として
きました。このページでは、今では語り継がれることが少なくなってしまったという「集落の教え」を、いく
つかご紹介します。

 集落の味
　中町集落は、野菜づくりの名人が多い地域でもあり、料理上手が多いグルメな集落でもあります。特に、会
津地方は昔から保存食・発酵食の文化が根づいており、お茶請けなどのお漬物も絶品！このページでは、そう
した料理上手な集落のおかあさんたちの特製レシピを紹介します。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

○「親の小言と、なすびの花は、千に一つの無駄もない」
　なすびの花が咲くと必ず実がなるように、親の小言も子どもにとって
一つも無駄がないという例え。70 代の農家さんは、ご自身の祖父母か
らこの言葉を教わったそうです。

○「植えて 100 日、出
しゅっすい

穂見て 20 日」
　田植えをしてから 100 日後に穂が出て、穂が出てから 20 日が稲刈り
の目安だという百姓の教え。

○見
み ご

肥やし
　肥料を与えるだけでなく、作物を見て、成長具合や病気がないかをちゃ
んと見ることも肥やしになるという意味。

○高
こうようさん

陽山に 3 回雪が積もると、里に雪が降りてくる
　高陽山は、中町集落の背に望むシンボル的な山。この山に 3 回雪が積
もると、集落にも雪が積もると言われています。そのため、高陽山に雪
が積もったのを確認すると、集落の人は雪囲いをするそうです。

○カマキリの巣が地上から高いところにあると、大雪になる
　カマキリは雪に埋もれないように卵を産みつけるとされており、その高
さを見て、その年の雪の量の目安をはかるそうです。

○雪は天然の冷蔵庫
　雪が降り積もり、寒さが本格化すると、もはや外気より冷蔵庫の方が
あたたかいということも。外の庭木のふもとの雪に大根や白菜を埋めてお
けば、天然の冷蔵庫として活用できます。雪の中に埋めずに外気にさら
したままにすると、凍ってしまうので注意。むしろ、凍らせたいものは外
に置いておけば OK！

矢部たみさんの「大根の酢漬け」
　パリパリ食感の大根に、柑橘系のさっぱりした風味が相性
ばっちり。食べる手が止まらないほど、いくらでも食べられ
ます。

岩橋厚子さんの「ビール漬け」
　漬物にビールを使うの！？とはじめは驚くも、その漬物を味
わえばおいしさに納得。なんとも深みのある漬物が完成しま
す。ごはんのお供や、お酒のアテにもおすすめですよ。

矢部たみさんの「芋
いもどこ

床」
　芋床とは、会津地方の郷土料理の一つで、じゃがいもを主
原料とした漬物床のことです。大根や白菜など、野菜と芋床
をまぜて漬け込むだけで、お手軽に漬け物ができ上がります。

〈材料／量はそれぞれ適量〉
・大根
・塩
・砂糖
・酢
・酒
・みかん

〈材料／量はそれぞれ適量〉
・大根 15kg
・ビール（大根 5kg に
  対して 350ml 一本）
・塩コップ 1 杯
・酢コップ 1 杯
・砂糖 700g
・からし粉 1 袋

〈材料／量はそれぞれ適量〉
・じゃがいも 5kg
・塩 2kg
・砂糖 3kg

〈作り方〉
1. 大根を適当な大きさに切り、塩

で揉み込み、水が浮いてきたら
水を捨てる。

2. 砂糖、酢、みかん汁、みかん
の皮を刻んだものと大根を和え
て、少しの酒を入れて 3 日ほど
漬ける。

3. 完成！

〈作り方〉
1. 大根の皮を向き、適当な大きさ

に切って材料を全て混ぜて漬け
込む。

2.1 週間ほどすると浮水が出るの
で、上下逆さにして漬け直す。

3. 味見して味がよく漬かっていた
ら完成！

〈作り方〉
1. じゃがいもを蒸して潰し、砂糖

と塩を混ぜる。
2. 1）にミキサーをかけてなめらか

にする。
3. 芋床の完成！
4. 野菜と芋床を混ぜて重しをし、

水が浮いてくると食べ頃です。
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 方言
　会津地方や中町集落で話されている方言。若い世代の方は話すことがほとんど減ってしまったそうですが、
今でもお年寄りの方々は話されている場面が多いそうです。方言に親しめると、集落の人たちとの会話がより
弾みそうですね。

 コミュニティ
　集落まるごと大家族のような、親しみやすさのある中町集落。人足などの行事ごとがある際には慰労会をし
たり、希望者を募って年 1 回旅行へ出かけたりと、いろんな楽しみがあります。それに、集落の人たちはお茶
飲み好き。挨拶のように「お茶飲んでがっせ」と気軽に誘ってくれます。時間がゆるす限り、気を遣わないで、
ぜひお茶飲みに参加してみてくださいね。昔話など、いろんな話が聞けると思います。お茶飲みはカジュアル
な憩いの時間なので、手土産などは不要ですが、たまに和菓子やお煎餅などを持っていくときっと喜ばれます。

 ならではの服装
　自然に囲まれた暮らしならではの知恵の一つに、服装が挙げられます。夏は暑く、冬は寒い環境の中でも
過ごしやすい工夫が集落の人たちから感じられます。手軽に取り入れられるものなので、ぜひ皆さんも “ 中町
ファッション ” を楽しんでみてくださいね。

お茶飲みは、集落の人の暮ら
しそのもの。人と人との強い
結び付きを育む場にもなって
います。

町主催のスマホ講座の様子。
山奥の田舎でありながらも、
集落の人たちは専門員に教わ
りながら、スマホやタブレッ
トを使いこなしています。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

おらほ 私の地域
かんまがす かきまぜる
く 食べる
くいっちい 食べたい
くっき あげたい
け 食べなさい
しなこい しなる
んだから だから
すだらがす 乾かす、水滴をとる

ぞうさねえ かんたん
ちゃった 来た
とんでこい 急いでこい
はかいがね はかどらない
はっつがる ねばってつっかかる
ぶっつがれ 座って
ほんじゃくる ほじくる
みぢつけ 雪を踏んで道をつくる

○菅
すげがさ

笠
　「ちょっぺ笠」と呼ぶ人も。日よけ・雨よけ・雪よけに
もなる万能アイテムです。両手があくため作業しやすく、
マイ菅笠を持つ農家さんが多数います。

○手ぬぐい（二筋手ぬぐい）
　集落のおかあさん方がよくまとっている手ぬぐい。布
を縫い合わせて手づくりしたもので、顔まわりをぐるっと
守れるため、日よけや虫よけとして活躍しています。

○かんじき
　雪国ぐらしのマストアイテム。これを履くと、雪の上で
も足が雪に埋もれることなく歩くことができます。昔はこ
の写真のように手づくりされていましたが、今はホームセ
ンターでも購入できます（膝下丈の長靴も用意しておくこ
とをおすすめします）。

○さるっぱがま（さっぱがま、さるはかま）
　山や野良仕事がしやすいように工夫されたズボン。か
がみやすいように、お尻まわりはゆとりのあるつくりに、
膝下は草や土などが入らないように脚にフィットした形に
なっています。これも、集落のおかあさんが手づくりした
ものです。
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「
こ
こ
は
、
奥
川
地
区
の
銀
座
通
り
」

　

私
は
西
会
津
町
の
「
中
ノ
沢
」
と
い
う

集
落
の
出
身
で
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら

は
米
と
野
菜
の
農
業
を
し
て
い
た
ん
で

す
。
中
町
に
は
23
歳
の
と
き
に
、
家
族
で

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
家
で

時
計
屋
を
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今

で
も
ご
近
所
さ
ん
か
ら
は
「
時
計
屋
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
家
の
「
屋
号
」

と
い
う
も
の
で
す
ね
。
25
歳
か
ら
は
学
校

給
食
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
旧
奥
川
小
学

校
・
中
学
校
（
現
在
の
奥
川
み
ら
い
交
流

館
）
へ
給
食
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
39
年
間
、
調
理
師
の
免
許
を
取
得
し

た
り
し
な
が
ら
、
調
理
の
仕
事
を
続
け
ま

し
た
。

も
な
ど
な
ど
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
自
分
で
袋
詰

め
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
道
の
駅
で
野
菜
を
見

か
け
た
ら
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
私
に
と
っ
て
、
畑
は
生
き
が
い
で
す
ね
。
1
日

の
う
ち
大
半
は
畑
に
い
て
、
頭
痛
が
し
て
も
畑
に

行
け
ば
治
る
ん
で
す
（
笑
）。
野
菜
を
も
い
で
（
収

穫
し
て
）、
そ
の
で
き
た
も
の
を
眺
め
て
い
る
と

嬉
し
く
な
り
ま
す
。
も
う
年
を
重
ね
て
、
畑
を
止

め
よ
う
か
と
思
う
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
だ

か
ん
だ
止
め
ら
れ
な
い
。
今
87
歳
で
す
が
、『
元

気
の
秘
訣
は
？
』
と
聞
か
れ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
畑

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
ね
。
働
く
の
が
好
き

だ
か
ら
、
こ
う
や
っ
て
元
気
で
い
ら
れ
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
よ
。畑
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、

知
り
た
い
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
は
力
に
な
れ
る

か
な
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
10
年
に
西
会
津
町
で
ス
タ
ー
ト
し
た

「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」
の
栽
培
。
こ
れ
は
、
ミ

ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
土
壌
で
育
て
た

野
菜
を
「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」
と
呼
ん
で
、
道

の
駅
な
ど
で
販
売
す
る
取
組
な
の
で
す
が
、

私
も
こ
の
20
年
ほ
ど
栽
培
農
家
と
し
て
野
菜

づ
く
り
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。
く
き
た
ち

菜
（
菜
の
花
）、
に
ら
、
じ
ゃ
が
い
も
、
か

ぼ
ち
ゃ
、
玉
ね
ぎ
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ

ク
ラ
、
し
そ
、
大
根
、
唐
辛
子
、
さ
つ
ま
い

　

中
町
集
落
は
、
平
地
が
多
く
て
移
動
し

や
す
い
か
ら
い
い
で
す
ね
。
用
事
が
あ
る

と
き
は
、
い
つ
も
電
動
車
い
す
に
乗
っ
て

移
動
し
て
い
ま
す
が
、
農
協
も
駐
在
所
も
、

役
場
の
支
所
も
近
い
か
ら
、
中
町
集
落
は

便
利
で
す
よ
。
こ
こ
は
銀
座
通
り
だ
っ
て

思
い
ま
す
（
笑
）。
毎
日
の
楽
し
み
は
、
畑

と
「
お
茶
飲
み
」
で
す
ね
。
お
茶
飲
み
の

と
き
は
、
漬
物
や
野
菜
の
話
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
漬
物
は
、
お
茶
飲
み
の
と
き

と
か
に
お
茶
請
け
と
し
て
出
す
こ
と
が
多

く
、常
に
何
か
を
漬
け
て
い
ま
す
ね
。
ち
ょ

う
ど
今
の
冬
の
時
期
は
、
芋
床
を
仕
込
ん

だ
り
、
大
根
を
酢
漬
け
に
し
た
り
。
味
見

し
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
お
茶
飲

み
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。
レ
シ
ピ

も
教
え
ま
す
よ
。

矢部たみ さん
　「中町集落は、奥川地区の銀座通りみたいな
もんだ〜！」と、笑いながらお話しくださっ
た矢部さん。長らく地域の小学校・中学校の
学校給食の仕事をしていたり、今も野菜づく
りや漬物づくりをしていたりと、料理上手な
一面を持っています。そんな矢部さんの暮ら
しぶりや、中町集落の好きなところなどお話
を聞かせていただきました。

み
ん
な
か
ら
「
時
計
屋
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

畑
が
生
き
が
い
。
い
つ
も
畑
に
い
ま
す

「
お
茶
飲
み
」
で
は
、
野
菜
や
漬
物
の
話
で

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す

矢部たみさんの芋床・大
根の酢漬けのレシピは 19
ページで紹介しています

家
の
壁
に
は
屋
号
看
板
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

矢部さんの畑。広い畑を一人で作業している

87 歳の矢部さんは、話し方もハキハキしていてとて
も元気。その秘訣は、毎日の畑仕事なんだとか

「お茶飲み」では大根の酢漬けをお茶請けに、話が
弾みます

自宅の廊下には、漬物床がたくさん

 
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
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「
元
気
の
秘
訣
は
、
よ
く
動
く
こ
と
！
」

　

私
が
中
町
集
落
に
来
た
の
は
22
歳
の

頃
。
結
婚
し
て
、
夫
が
中
町
集
落
に
こ
の

家
を
建
て
た
ん
で
す
。
集
落
の
は
し
（
上
）

に
あ
る
か
ら
、
屋
号
は
「
大お
お
か
み上
」。
こ
こ

で
暮
ら
し
て
、
も
う
60
年
ほ
ど
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
に
欠
か
す
こ
と
な
く
や
っ
て

き
た
の
は
、
お
地
蔵
様
や
観
音
様
の
お
世

話
。
例
え
ば
、
お
地
蔵
様
の
お
世
話
を
す

る
と
き
は
、
地
域
の
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が

お
地
蔵
様
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ
て
、
会
津

三
十
三
観
音
の
御ご

詠え
い

歌か

を
歌
っ
た
り
、
ご

馳
走
を
用
意
し
て
食
べ
た
り
す
る
ん
で

す
。
昔
は
、
お
地
蔵
様
を
背
負
っ
て
、
茶

の
間
に
お
招
き
し
た
り
し
て
た
ん
で
す

よ
。
今
は
も
う
や
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
け
ど
ね
。
や
る
人
も
高
齢
で
少
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
ね
。
も
し
中
町
集
落
に

来
た
人
で
、
興
味
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
一
緒
に

御
詠
歌
を
歌
っ
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
た
り

で
き
れ
ば
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

食
べ
る
も
の
も
着
る
も
の
も
、
多
く
は

手
づ
く
り
し
て
い
ま
す
。
畑
で
野
菜
を
育

て
た
り
、
襦じ
ゅ
ば
ん袢
を
ほ
ど
い
て
ズ
ボ
ン
を

縫
っ
た
り
。
若
い
頃
に
和
裁
や
洋
裁
も

習
っ
た
か
ら
、
着
物
で
も
何
で
も
つ
く
れ

ま
す
よ
。
畑
仕
事
で
使
う
「
さ
る
っ
ぱ
が

ま
」
や
手
ぬ
ぐ
い
も
手
づ
く
り
で
す
。
畑

仕
事
に
し
ろ
、
身
の
回
り
の
こ
と
に
し
ろ
、

何
で
も
自
分
で
積
極
的
に
や
る
こ
と
が
大

事
で
す
ね
。
夏
は
朝
5
時
か
ら
畑
に
出
て
、

冬
は
自
分
で
除
雪
も
す
る
。
人
生
な
る
よ

う
に
し
か
な
ら
な
い
。
く
よ
く
よ
し
な

い
！
そ
ん
な
風
に
思
い
な
が
ら
、
毎
日
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

中
町
集
落
は
人
も
減
っ
て
き
て
い
る

し
、
何
に
し
て
も
協
力
が
大
切
。
こ
の
集

落
の
区
長
様
が
い
ろ
ん
な
取
組
を
や
っ
て

く
れ
て
い
る
し
、
若
い
人
が
た
く
さ
ん
来

て
く
れ
て
嬉
し
い
で
す
。
人
足
の
手
伝
い

も
し
て
く
れ
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
中
町
集
落
で
何
か
や
っ
て
く
れ
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
そ
の
お
礼
に
何
か
つ

く
っ
た
り
差
し
入
れ
し
た
い
な
と
思
う
ん

で
す
。
ぜ
ひ
、
中
町
集
落
に
来
た
と
き
に

は
、
気
軽
に
「
お
茶
飲
み
」
に
寄
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。

石井アツ子 さん
　結婚を機に、町内にある別の
集落から中町集落に移り住んだ
石井さん。いつも明るい笑顔で
話をしてくれる気さくなおかあ
さんです。この地域に住んで 60
年間、大切にしてきたことや暮
らしぶりなどを教えていただき
ました。

60
年
間
、
こ
の
集
落
で
欠
か
さ
ず
守
っ
て
き
た
も
の

何
で
も
積
極
的
に
や
る
！
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と

若
い
人
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い

畑仕事の時に、日よけや虫よけとして使う手ぬぐい。布を縫い合わせて
つくったそうです

「雪道気をつけてよ〜！」と見送りしてくれる石井さん
お地蔵様を家に連れて帰っていた頃の様子 御詠歌のお手本を披露してくれた石井さん
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「
昔
も
、
今
も
、
人
が
行
き
交
う
地
域
」

　

か
つ
て
は
、
中
町
集
落
に
も
い
く
つ
か

の
民
間
企
業
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
電
気

部
品
を
つ
く
る
会
社
や
、
鞄
づ
く
り
、
縫

製
の
会
社
と
か
ね
。
私
も
そ
う
し
た
会
社

で
働
い
た
り
、
郵
便
局
に
勤
め
た
り
、
今

は
定
食
屋
さ
ん
を
営
ん
で
い
る
「
さ
か
や
」

さ
ん
が
酒
店
を
や
っ
て
い
た
頃
は
、
瓶
洗

い
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
私
が
住
ん
で
い
る
こ
の
家
の
屋
号
は

「
栄
屋
」
と
言
い
ま
す
。
ま
だ
奥
川
小
学

校
・
中
学
校
が
あ
っ
た
頃
は
、
先
生
方
の

寄
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
昔

は
簡
易
旅
館
を
営
ん
で
い
た
ん
で
す
。「
農

村
集
団
電
話
」
と
い
っ
て
、
集
落
の
5

組
で
一
つ
の
電
話
を
使
っ
て
い
た
ん
で
す

が
、
そ
の
工
事
を
す
る
人
も
来
て
い
た
り

と
、
い
ろ
ん
な
人
が
出
入
り
す
る
場
所
で

し
た
。
今
は
時
代
が
変
わ
っ
て
、
人
が
少

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
人
足
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
、
集
落
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
た
り
と
、
町
外
か
ら
い
ろ
ん
な
人

が
来
て
く
れ
て
活
気
が
あ
り
ま
す
。
中
町

集
落
の
人
も
、
人
が
来
る
の
は
慣
れ
て
い

る
し
、ウ
ェ
ル
カ
ム
っ
て
感
じ
で
す
（
笑
）。

　

中
町
集
落
の
魅
力
は
？
と
聞
か
れ
る

と
、
私
は
こ
こ
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て
い

る
か
ら
答
え
づ
ら
い
け
ど
…
。
で
も
、
思

い
や
り
が
あ
る
人
ば
か
り
で
す
よ
。「
お

茶
飲
み
」
は
よ
く
す
る
し
、
春
は
山
菜
採

り
に
行
く
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
隣
の
人
に

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
ね
、
き
の

こ
が
よ
く
採
れ
る
場
所
は
、
み
ん
な
誰
に

も
教
え
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）。
私
も
そ

う
。
自
分
だ
け
の
き
の
こ
狩
り
の
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
る
ん
で
す
。
今
年
の
秋
は
、
あ
か

き
の
こ
、
さ
く
ら
し
め
じ
…
、
い
ろ
い
ろ

収
穫
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
山
で
採
れ

た
食
材
は
、
自
分
で
食
べ
た
り
保
存
食
に

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
春
に
採

れ
る
わ
ら
び
は
、
夏
の
間
に
塩
漬
け
し
て

お
い
て
、
加
工
で
き
る
人
に
頼
ん
で
缶
詰

に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
は
畑
仕
事
を

や
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
野
菜
を
お
裾
分

け
い
た
だ
く
こ
と
も
よ
く
あ
っ
て
、
そ
れ

を
漬
物
に
し
た
り
し
ま
す
ね
。
そ
う
い
う

暮
ら
し
を
し
て
い
る
お
か
げ
か
、
風
邪
は

ひ
か
な
い
し
、
薬
を
飲
む
こ
と
も
な
い
し
、

体
は
丈
夫
な
ん
で
す
。
思
い
悩
ま
な
い
し
、

く
よ
く
よ
も
し
な
い
。
私
だ
け
に
限
ら
ず
、

こ
の
集
落
に
は
元
気
な
人
が
多
い
な
と
思

い
ま
す
。

結城キミ子 さん
　中町集落にある小・中学校を卒業し、神奈
川へ勤めに出た後、また中町に戻り暮らして
いる結城さん。かつては、この集落にあった
民間企業で働いていたり、簡易旅館を営んで
いたりと、いろんな経歴を持たれています。
結城さんの人生の歩みを聞きつつ、中町集落
の昔と今について教えていただきました。

中
学
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
仕
事
で
神
奈
川
へ

か
つ
て
は
、
簡
易
旅
館
を
営
ん
で
い
た
「
栄
屋
」

風
邪
も
ひ
か
な
い
、
薬
も
飲
ま
な
い
。
山
の
暮
ら
し
の
魅
力

この家の屋号「栄屋」の看板が掲げられています。
かつては簡易旅館を営んでいたそう

　

私
は
奥
川
地
区
出
身
で
、
奥
川
小
学

校
・
奥
川
中
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
廃
校
に
な
っ
て
「
奥
川
み
ら
い
交
流

館
」
と
「
高
陽
の
里
」
に
な
っ
て
い
る
場

所
で
す
。
昔
の
遊
び
と
い
え
ば
、
か
く
れ

ん
ぼ
や
お
は
じ
き
、
縄
跳
び
。
神
社
で
七

夕
の
短
冊
を
つ
く
っ
た
思
い
出
も
あ
り
ま

す
。
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
神
奈

川
県
の
川
崎
市
に
あ
る
半
導
体
を
つ
く
る

工
場
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
当
時
は
高
度

経
済
成
長
期
で
、
東
京
に
働
き
に
出
る
と

い
う
憧
れ
が
あ
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
ん

で
す
。
奥
川
中
学
校
の
卒
業
生
が
集
団
で

東
京
に
出
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
就
職
先
を
見

つ
け
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
「
金

の
た
ま
ご
」
な
ん
て
呼
ば
れ
て
も
い
ま
し

た
ね
。
私
も
し
ば
ら
く
は
関
東
に
い
た
け

れ
ど
、
7
年
後
に
家
族
の
事
情
で
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
て
、
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
ね
。
中
町
集
落
に
来
た
の
は
、
24
歳

の
頃
だ
っ
た
か
な
。
結
婚
が
き
っ
か
け
で

移
り
住
み
ま
し
た
。

いろんなお話をしてくれた結城さん結城さんのお宅に貼ってあったユニークな言葉お茶請けには、わらびの和え物を出していただきました 結城さんが山で採ったわらびを缶詰に加工したもの
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 中町集落・奥川地区から生まれたプロジェクト
　集落の人口は減少しつつも、集落に関わる人が増えている中町集落。例えば、大学生がゼミの一環でフィー
ルドワークを行ったり、芸術系の大学生が集落に滞在しながら作品制作をしたり、中町集落や奥川地区のお米
を使って東京でおむすび屋を始める人がいたり。大学生・企業人・アーティスト・クリエイターなど多様な人
が行き交い、この集落から新しい取組が次々に生まれています。ここでは、そうした数ある取組の中からピッ
クアップしてご紹介します。

　
現
代
の
よ
う
に
、
農
業
の
機
械
化
が
進
ん
で
い
な

か
っ
た
頃
の
こ
と
。
中
町
集
落
の
よ
う
な
農
村
地
域

で
は
、
農
家
同
士
が
お
互
い
に
田
植
え
や
稲
刈
り
を

手
伝
い
、
助
け
合
う
文
化
が
根
付
い
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
「
結
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
「
結
」
で
は
、

報
酬
な
ど
の
金
銭
的
な
や
り
と
り
は
発
生
せ
ず
、「
結

で
や
ん
べ
」
と
お
互
い
に
声
を
か
け
合
っ
て
、
集
落

の
暮
ら
し
の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
農
業
を
、
人
の

手
に
よ
っ
て
支
え
て
い
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、
集

落
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
加
速
し
た
今
、
集
落
の

人
た
ち
の
手
だ
け
で
は
、
農
業
や
昔
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
文
化
・
風
習
も
、
守
り
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、か
つ
て
の「
結
」

を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
、“
未
来
型「
結
」”と
し
て
、

助
け
合
い
の
仕
組
み
や
関
係
性
を
新
し
く
紡
ぎ
直
す

動
き
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
“
未
来
型
「
結
」”
の
発
起
人
は
、
奥
川
地
区
に
住

む
西
会
津
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
長
谷
川
幸
志

さ
ん
。
き
っ
か
け
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
仕
掛
け
る
実
践
型
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
社
会
創
発
塾
」
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
塾
長
の
鈴
木
寛
さ
ん
（
愛
称
：
す

ず
か
ん
）
と
意
気
投
合
し
、
中
町
集
落
お
よ
び
奥
川

地
区
の
人
た
ち
が
つ
な
い
で
き
た
集
落
の
営
み
を
、

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
取
組
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
す
ず
か
ん
先
生
が
、
東
京
大
学
教
授
・
慶
應
義

塾
大
学
特
任
教
授
と
し
て
研
究
室
や
ゼ
ミ
を
受
け

持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
町
集
落
に
大
学
生
が
集

う
よ
う
に
な
っ
た
り
。
長
谷
川
さ
ん
が
「
社
会
創
発

塾
」
で
出
会
っ
た
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の
代
表
や
、
関

係
す
る
学
生
も
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
。
人
が
人

を
呼
び
、特
に
若
い
世
代
の
人
た
ち
の
行
き
交
い
が
、

中
町
集
落
で
活
発
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
中
町
集
落
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
長
谷

川
さ
ん
や
中
町
区
長
の
岩
橋
義
平
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
し
た
り
、
人
足

に
参
加
し
た
り
、
そ
の
過
程
の
中
で
集
落
の
人
た
ち

と
交
流
し
た
り
と
、
集
落
の
営
み
に
ふ
れ
て
関
係
性

を
深
め
て
い
ま
す
。
町
外
・
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か
日
常
で
体
験
す
る
こ
と

の
な
い
農
作
業
を
実
践
し
な
が
ら
、
農
山
村
の
暮
ら

し
や
文
化
に
親
し
む
き
っ
か
け
と
な
り
、
中
町
集
落

の
人
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
視
点
や
価
値
観
を
持
つ

人
た
ち
と
の
出
会
い
や
交
流
が
育
ま
れ
、地
域
の
内・

外
を
越
境
す
る
関
係
性
“
未
来
型
「
結
」”
が
か
た

ち
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
“
未
来
型
「
結
」”
の
関
わ
り
の
中
で
、

中
町
集
落
を
訪
れ
た
大
学
生
が
東
京
を

拠
点
に
お
む
す
び
屋
「
結
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
中
心
人
物
は
、
武
蔵

野
大
学
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
学

部
の
山
口
奈
々
さ
ん
と
、
柳
田
宙ひ
ろ

輝き

さ

ん
。
東
京
・
日
本
橋
で
開
催
さ
れ
た
奥

川
地
区
産
の
新
米
試
食
会
に
参
加
し
、

お
米
を
味
わ
い
な
が
ら
、
奥
川
地
区
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
議
論
す
る
中
町
集
落

の
人
や
、
そ
の
場
に
集
っ
た
大
学
生
、

社
会
人
の
勢
い
に
心
を
動
か
さ
れ
、
二

人
も
東
京
か
ら
奥
川
地
区
・
中
町
集
落

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

集
落
で
は
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、
人

足
を
体
験
し
、
集
落
の
人
た
ち
か
ら
野

菜
を
も
ら
う
な
ど
交
流
す
る
場
面
も

あ
っ
た
そ
う
。
そ
の
中
で
中
町
集
落
や

奥
川
地
区
の
人
た
ち
の
温
か
さ
に
ふ
れ
、

気
づ
け
ば
何
度
も
中
町
集
落
や
奥
川
地

区
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
集
落
で
の
体
験
や
出
会

い
が
、「
自
分
た
ち
も
奥
川
地
区
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
実
現
し
た
の
が
、
お
む
す
び

屋
「
結
」。
集
落
で
出
会
っ
た
農
家
さ

ん
の
お
米
や
、
自
分
た
ち
で
収
穫
し
た

お
米
の
お
む
す
び
を
、
東
京
で
提
供
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
他
大
学
の
学
生

も
仲
間
に
迎
え
、
実
店
舗
は
持
た
ず
に

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
形
態

で
2
0
2
3
年
11
月
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
出
店
に
あ
た
り
、
山
口

さ
ん
・
柳
田
さ
ん
の
知
人
や
、
関
係
す

る
起
業
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
む
す

び
屋
「
結
」
の
構
想
を
伝
え
て
出
店
場

所
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
り
、
自
分
た

ち
が
収
穫
し
た
お
米
を
東
京
に
送
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
会
津
ら
し
さ
を
味
わ
え

る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
た
り
と
、
多
様
な

人
を
巻
き
込
み
、
工
夫
を
重
ね
な
が
ら

準
備
し
た
そ
う
。
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
2
カ
月
間
で
5
度
出
店
し
、
毎

回
30
食
前
後
を
提
供
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
。「
奥
川
地
区
へ
の
愛
を
ど
ん
ど
ん

発
信
し
な
が
ら
、
奥
川
と
東
京
を
結
び
、

ゆ
く
ゆ
く
は
世
界
と
奥
川
を
結
ぶ
架
け

橋
に
な
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る

山
口
さ
ん
・
柳
田
さ
ん
。
お
む
す
び
屋

「
結
」
を
通
じ
て
、
人
と
人
、
地
域
と
地

域
の
新
し
い
関
係
性
が
、
次
々
に
結
ば

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
助
け
合
い
の
仕
組
み
・
関
係
性　
〜
未
来
型「
結ゆ

い
」〜

中
町
集
落
や
奥
川
地
区
の
お
米
を
味
わ
い
、

人
と
人
、
地
域
と
地
域
の
関
係
性
を
結
ぶ
“
お
む
す
び
屋「
結む
す
び」”

“ 未来型「結」” について
お話を聞かせていただいた
長谷川幸志さん

中町集落で稲刈りをする柳田宙輝さん

中町集落・奥川地区産の新米おむすび

おむすび屋「結」を出店したときの様子山口奈々さん（左）

おむすび屋「結」の
Instagram

おむすび屋「結」の
LINE オープンチャット

おむすび屋「結」の活動
や背景について知りたい
方はこちら　公式 note

県外から訪れた大学生や社会人が、中町集
集落の田んぼで稲刈りをする様子

コンバインに乗り、岩橋さんに操作を教えて
もらいながら収穫を体験

この『集落の教科書』の表紙に掲載されている写真も、まさに“未来型「結」”を
表現しています。町内の人と、県外から訪れた人が共に稲刈りをしたときの1枚
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東
京
に
あ
る
美
術
大
学
・
大
学
院
に
通
う

学
生
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
「
や

ど
り
ぎ
案
内
」。
中
町
集
落
を
は
じ
め
と
す

る
奥
川
地
区
で
、
そ
の
「
土
地
」
と
、
そ
こ

で
暮
ら
す
「
人
」
と
と
も
に
作
品
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
、
東
京
と
奥
川
地
区
を
行
き

来
し
な
が
ら
制
作
活
動
や
展
示
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
や
ど
り
ぎ
案
内
」
の
活
動
は

大
き
く
3
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、
新
た
な
環

境
を
必
要
と
し
て
い
る
芸
術
家
と
奥
川
地
区

を
つ
な
ぐ
機
会
を
定
期
的
に
つ
く
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
奥
川
地
区
で
作
品
を
制
作
・
発

表
す
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
こ
れ
ら
の
活
動

の
記
録
と
報
告
、
そ
し
て
地
域
の
人
へ
の
お

礼
の
気
持
ち
を
込
め
て
お
便
り
を
発
行
す
る

こ
と
。
2
0
2
1
年
か
ら
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
、2
0
2
2
年
8
月
に
は
、初
と
な
る
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
も
の
語
り
の
層
」
を
実

施
。
こ
の
地
域
で
採
取
し
た
草
木
を
使
っ
て

布
に
草
木
染
め
を
行
っ
た
り
、
採
取
し
た
枝

を
燻
製
し
て
木
炭
に
し
た
も
の
で
絵
を
描
い

た
り
。
そ
う
し
て
完
成
し
た
作
品
を
集
落
内

の
東
屋
に
展
示
し
、
訪
れ
た
人
に
も
絵
や
言

葉
を
描
き
加
え
て
も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を

取
り
入
れ
た
と
言
い
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
夏
に
は
、
中
町
集
落
に
あ
る

民
家
の
ガ
レ
ー
ジ
に
ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
を
描

い
た
り
、
移
動
式
屋
台
を
自
作
し
て
集
落
を

練
り
歩
い
た
り
、
各
家
庭
に
伝
わ
る
「
焼
き

ば
ん
こ
」
を
押
す
体
験
や
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
焼

き
ば
ん
こ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
い
た
り
と
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を

展
開
。
東
京
か
ら
何
度
も
足
を
運
ん
で
集
落

に
滞
在
し
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
制

作
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
重
ね
て
い
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
年
に
一
度
は
制
作
・
発

表
の
機
会
を
持
ち
、
奥
川
地
区
と
芸
術
家
の

つ
な
が
り
を
つ
く
り
た
い
と
の
こ
と
。
若
い

世
代
の
芸
術
家
が
拓
く
地
域
の
新
し
い
可
能

性
に
、
こ
の
先
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

　

中
町
集
落
が
あ
る
奥
川
地
区
は
、
西
会
津

町
内
に
お
い
て
も
最
も
高
齢
者
の
割
合
が
多

く
、
子
ど
も
や
若
年
層
の
減
少
が
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
先
数
年
の
う

ち
に
集
落
の
営
み
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、

消
滅
す
る
集
落
が
出
て
く
る
可
能
性
も
大
い

に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
奥
川

地
区
で
は
町
外
・
県
外
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
地
域
の
活
力
を
高

め
る
よ
う
な
取
組
を
次
々
に
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
心
拠
点
と
な
っ
て
い
る
の
が

中
町
集
落
。
近
年
で
は
、
こ
の
中
町
集
落
を

中
心
に
渦
巻
い
て
い
る
盛
り
上
が
り
を
、
奥

川
地
区
全
体
の
活
性
に
広
げ
よ
う
と
い
う
地

域
住
民
の
は
た
ら
き
か
け
が
勢
い
を
増
し
、

2
0
2
3
年
2
月
に
「
奥
川
地
域
づ
く
り
協

議
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
奥
川
地
区
に
住
む
町
議
会
議

員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
区
長
を
は
じ
め
、

地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
主
な
メ
ン
バ
ー
。

定
期
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
い
た
り
、
団
体
の

受
入
窓
口
に
な
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
主
催

し
た
り
と
、
つ
ぎ
の
奥
川
地
区
の
あ
り
方
を

考
え
、
実
践
す
る
動
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
奥
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
に
は
、
奥

川
地
区
に
暮
ら
す
人
を
は
じ
め
、
そ
う
で
な

い
人
も
活
動
を
支
援
で
き
る
会
員
制
度
が
用
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れ
て
い
ま
す
。
奥
川
在
住
の
人
も
、
離

れ
て
い
る
人
も
、
こ
の
地
域
の
未
来
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く
り

に
参
加
で
き
る
機
会
で
す
。
興
味
が
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
「
奥
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
の

公
式
n
o
t
e
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

集
落
の
土
地
・
人
と
と
も
に
作
品
を
つ
く
る

芸
術
家
の
集
い
「
や
ど
り
ぎ
案
内
」

地
域
の
自
慢
と
誇
り
を
再
認
識
し
、
つ
ぎ
の
地
域
の

あ
り
方
を
考
え
る
「
奥
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
」

中町集落の民家に、ユリの花をモチーフに
した絵が描かれています

自作した移動式屋台

町内で暮らす家族もワークショップに参加 集落をめぐり歩いて、その家庭に伝わる「焼きばんこ」を再現したり、オリジナル
デザインをつくったりするワークショップ

「やどりぎ案内」の活動や背景について知りたい方はこちら
		  公式 note

「奥川地域づくり協議会」公式 note
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どこまでも青い夏空と、風になびく稲が気持ちを爽やかにしてくれます

みずみずしく、透き通るような若葉が山々を彩り、中町集落を春に染め上げます
（写真／青津京介）

中
町
集
落
の
四
季

春

夏
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稲刈りを終え、秋のノスタルジーに包まれる中町集落（写真／青津京介）

雪化粧をまとい、銀世界が広がる冬。時折見せる、澄みわたる空とのコントラストが見事（写真／青津京介）

秋

冬



東京圏在住の方限定
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 移住を希望する方へ
　中町集落や、西会津町に移住を考えている方は、区長さん
もしくは町役場の窓口に相談しましょう。「西会津のある暮ら
し相談室」が、西会津町役場商工観光課内に設置されており、
移住相談や空き家物件の紹介、住宅の取得・改修の補助につ
いての情報提供、子育て・仕事支援など、西会津の暮らしを
多岐にわたってサポートしてくれます。

 移住体験
　移住を希望されている方や、西会津町の暮らしを体験してみたい方、町民と交流してみたいという方は、町
が提案する移住体験プログラムへの参加やお試し住宅「Otame」の利用が可能です。また、レンタカーを利
用される方には、レンタカー代の補助もあります。

 住まい
　西会津町では、　移住される方に対して、多様な住まいの支援を行なっています。賃貸住宅に
関する相談はもちろん、中古住宅の取得や住宅の新築への補助金も充実しています。補助金や
各種支援制度を利用するには、様々な要件があります。詳しくは「西会津のある暮らし相談室」
までお問合せください。

中古住宅の取得 新築住宅の取得

（ 西会津のある暮らし相談室 ）　
事務室：西会津町役場商工観光課内
〒 969-4495 福島県耶麻郡西会津町野沢字下小屋上乙 3308
電話：0241-45-2213      FAX：0241-45-2241  
MAIL: iju@town.nishiaizu.fukushima.jp　営業時間：平日 8 時 30 分〜 17 時 15 分

分室：にぎわい番所ぷらっと
〒 969-4406　福島県耶麻郡西会津町野沢字原町乙 2230
電話 0241-45-2071 　MAIL : nishiaizu.iju@gmail.com
営業時間：平日 9 時～ 17 時

移住された皆さんに自分らしい暮らしをして
いただけるよう、精一杯サポートします！

西会津町 移住ナビ
https://iju-nishiaizu.com/

移住体験プログラム
先輩移住者との交流や農業体験
などオーダーメイド型の体験プ
ログラムをご提案します。町民
が移住希望者や体験希望者をサ
ポートする制度もあります。

お試し移住住宅 Otame
空き家を改修した和テイストのモ
ダンな雰囲気の移住体験施設。
移住を希望されている方がご利用
いただけます。使用料金：２週間
10,000 円／１ヶ月 15,000 円

レンタカー代等補助
町に移住体験等をされる場合、
レンタカー代等の一部を支援しま
す（交通費、宿泊費については
県の支援制度もあります）。

空き家バンク
町で公式に空き家を紹介。相談は無料ですのでお気
軽にお尋ねください。実際の売買契約等については
専門業者が媒介します。

住宅新築補助
住宅新築に対して、最大で 200 万円を補助します。
対象は工事費（事業費）が 500 万円以上、補助率
は 10% です。

中古住宅購入補助
取得費に対して、最大で 150 万円を補助します。
対象は取得費（事業費）が 100 万円以上、補助率
は 50％です。

改修費補助
工事費に対して、最大で 40 万円を補助します。対
象は工事費（事業費）が 100 万円以上、補助率は
10％です。

にしあいづ移住支援金
東京圏から移住された場合（その他各種要件有り）、
単身者 60 万円、2 人以上世帯 100 万円（お子様
1 人当たり100 万円加算有り）が受けられます。

行政分譲地補助
町の住宅団地「さゆりが丘ニュータウン」の分譲地
購入に対して 50 万円（定額）を補助します。

福島県の補助金
中古住宅取得、住宅新築、住宅改修については、
別途県の補助金に該当する場合があります。詳しく
は相談室へお問合せください。 お た め

※ 2023 年度の実績を掲載しています



西会津町こゆりこども園
　国の制度により、3 歳以上は
全国の幼稚園・保育園で無償化
となっていますが、西会津町で
は生後 6ヶ月以上～ 2 歳児につ
いても保護者の所得に関わらず
全て無料。 給食費・延長保育・
土曜保育なども全て無料です（国
の基準と比較すると、この約 3
年間で約 300 万円の負担軽減
につながります）。

子育て支援
出産祝い金
第1子････出産時に祝金30万円
第2子以降････出産時に祝金30
万円＋小学校入学時10万円＋中
学校入学時10万円＝合計50万円

乳幼児家庭子育て応援金
2 歳に達するまで保育所（こゆり
こども園）を利用せず家庭で育児
する場合、対象児童 1 人あたり月
額 1 万円の応援金を支給します。

インフルエンザワクチン
接種事業
妊婦及び 0 ～ 18 歳の子どもの
インフルエンザ予防接種費用を
全額助成します。

子育て医療費サポート事業
18 歳までの町民の方にかかる
医療費の一部を助成します。
詳細はお問合せください。
問合せ先：西会津町健康増進課
電話：0241-45-4532

西会津小学校・中学校
　国が進める GIGA スクール構
想にいち早く対応し、児童生徒
1 人 1 台のタブレット端末の配
布、全教室への電子黒板の設置、
学校内の高速通信ネットワークの
整備など、ICT 機器を授業支援
のツールとして最大限活用してい
ます。また、地域住民と連携し
た「地域学校協働活動事業」や
企業と連携した「プログラミング
教育」、大学と連携した「アント
レプレナーシップ教育」など、産
官学民の知のリソースを活用した
教育も行っています。
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 はたらく
　農業をはじめ既存産業の担い手としてはもちろん、ものづくりや空き
店舗などを活用した起業や継業など、自分らしい働き方を見つけるお手
伝いをします。テレワークやマルチワークなど多様な働き方への環境整
備も進めています。

 子育て
　中町集落および西会津町は、豊かな自然環境に囲まれた中で、のびのびと子育てができる地域。町全体で保
育園や小学校・中学校は一つのみで、中町集落からは車で 25 分程度かかります。小学校・中学校へはバス通
学できるため、保護者の負担軽減につながります。充実した教育体制が整っており、先進的な取組をいくつも
展開しています。

 移住者の声

地域の皆さんのあたたかさにふれて。
「すなお」な姿勢を大切に

円
つむらや

谷隆典さん・かお里さん
福島県須賀川市出身・2023 年移住

隆典さん
　私の仕事の都合で、妻を連れて中町集落に移住しました。引っ越してきた
その日から、近所の人たちがすごくフレンドリーに接してくれて、この集落
の温かさを感じています。まだこの地域の冬を経験していないので、どれく
らい不便に感じるかは未知ですが、気持ちとしてはさほど不安には思ってい
ません。分からないことがあれば地域の人たちが教えてくれるし、ここの生
活の仕方も教えてくれる。自分が心を開きさえすれば、みんな移住してきた
人に壁や距離をつくることはなく、親身になって暮らしをサポートしてくれ
ます。移住当初は、何もかも分からないことだらけだと思いますが、遠慮な
く地域の人に聞いてみてほしいです。勝手に自己解釈しないで、すなおに聞
くこと。その姿勢があれば、この地域の暮らしに馴染めると思います。

かお里さん
　集落の皆さんが、私たちを受け入れてくださっているのをいろんな場面で感じています。例えば、この集落
にはお茶飲み文化が根付いていて、「お茶飲んでがっせ」とよく誘ってもらえるんです。それは仲良くなってか
らではなく、移住してすぐの頃からお誘いいただいていました。これまで主人の転勤でいろんな地域に暮らし
てきましたが、こんなふうにすぐに親しみを持って接してくれるのは、中町集落が初めてです。家の庭を耕して、
家庭菜園を始めた時も、近所の人たちが野菜の育て方を教えてくれたり、畑仕事をサポートしてくれたり。漬物
や芋床の作り方なども教えていただきました。引っ越して半年程度ですが、すっかりこの集落の暮らしに馴染め
たように感じています。主人もコメントしているように、中町集落に訪れる人には「すなお」な気持ちを大切
にしてほしいなと思います。それは、「無理しすぎない」ということでもあります。疲れてしまったり、寂しくなっ
たりしたときは、「なんか最近疲れちゃったんだよね。実家に行けてなくて寂しくなっちゃった」と、すなおに
伝える。そうしたら、地域の人たちも嫌な顔せずに「しんどいのがよ〜」って、話を聞いてくれます。明るい自
分だけを見せようとしなくていい。そんな懐の広さ、人の温かさが、この集落のいいところだなと感じています。

中町の暮らしを楽しみながら
町の鳥獣害専門職員として活動しています

荻原謙介さん
東京都出身・2017 年移住

　町の鳥獣害専門職員として、害獣の狩猟や捕獲、電柵設置の対応などを行っ
ています。移住前は福島市に住んでいましたが、この仕事に就くために引っ
越してきました。福島市でも今と同じような仕事をしていて、私の私物であ
る猟銃を置いてもいい家であることが、家さがしの条件でした。そこで紹介
いただいたのが、今住んでいる中町集落の民家です。中町集落の皆さんは、
町外から訪れた人への間口はとても広いと思います。鉄砲を持っている自分
でも受け入れてもらえたくらいですからね（笑）。近所を散歩していたら気
軽に声をかけてくれますし、野菜をお裾分けしてくれたりもする。年末年始、
帰省していたら家の除雪をやってくれたご近所さんもいて、皆さんのやさし
さや温かさに感謝しています。引き続き、この仕事を続けるため、中町集落
にお世話になる予定です。仕事の事情で、人足には参加できない場合もある
のですが、地域の催しや行事の手伝いをしたりと、集落の運営にも積極的に
関わっていきたいですね。

起業
起業に向けた相談受付、創業塾
の開催、空き店舗等を活用した
起業への補助金（最大 100 万円）
など、起業をサポートします。

無料職業紹介
町で運営する無料職業紹介所で
は、求人者と求職者の雇用関係
の成立をあっせんします。

マルチワーク
季節ごとに様々な仕事に従事で
きる仕組みです。ライフスタイル
に合わせて、自分に合った仕事
を探してみませんか？

新規就農
新規就農にあたっては初期段階
の経営安定に向けた町や県から
の様々なサポートがあります。

地域おこし協力隊
様々な分野で地域おこし活動な
どを行いながら町への定住を図
る取組です。これまで約 40 名
の隊員を受け入れています。

テレワーク
町内全域に光ファイバーが敷設
されており、コワーキングスペー
スもあります。

西会津町テレワークセンター
問合せ先：西会津町商工観光課
電話：0241-45-2213

※ 2023 年度の実績を掲載しています
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 暮らしの SOS
　万が一の事態や、災害が発生した際の避難先などをまとめています。町が作成した防災ハザードマップのリ
ンクも添えていますので、あわせてご確認ください。

 取り決め事項
　中町集落では、自治や冠婚葬祭の対応について、集落の方針として定めているルールがあります。このペー
ジに記載されている情報を参考にしつつ、分からないことがあれば集落の人に聞いてみましょう。

集
落
一
般
行
政

区長代理
1. 集落には区長代理制度はないが、区長代理をおくことにする。
　この場合現在の会計を区長代理とする。

共同作業 2. 小規模共同作業（お宮掃除や軽度作業等）は全員で行うこと。

各種
行事

3. 町民運動会や歳の神等は、従来集落に不幸があった場合は、中町集落の参加の是
非について総会にて全員の意見で参加または不参加を決定している。四十九日が
終われば参加できる。

誕生祝い
4. 誕生祝いについては従来後継者の第 1 子の場合のみ誕生祝いを行っているが、今

後も従来のとおりとする。

餞別 5. 餞別はいかなる場合も廃止する。

年祝い
6. 厄年の人は 1 月 1 日に行われる集落の集会の際に、1,000 円 ( お神酒代 ) を持参

する。

火災水害の場合
7. 他集落で災害が発生した場合の見舞金 ( 区費から捻出 ) は従来通りとする。
　 新町・塩・小山・真ヶ沢・宮野の各集落で災害が起きた場合は、炊き出しを行う

こともある。

不幸があった
場合

8. 当事者はまず区長に連絡し、区長は種々打ち合わせをして組長を通じて知らせる。
9. 弔問（顔見舞い）は廃止する。
10. お念仏は組長が日時及び時間を組内に連絡する。組長への連絡は区長が行う。
11. お手伝いの範囲は、本家・分家及び親族のみとする。ただし当事者がお手伝い

を必要とする場合は、当事者が依頼する。この場合の謝礼（品物等）は廃止する。
12. 野菜等は廃止。
13. お念仏時の賄いは廃止とし、お茶等の香典返しも廃止する。またお茶や菓子等

の接待はこの限りでない。
14. 香典の額は一世帯あたり一律 3,000 円とし、宵念仏 ( お通夜 ) の際に持参する。

ただし親及び兄弟等はその限りでない。見舞い返しは無しとする。
15. ご遺志（寄付金）は廃止する（学校・消防・老人クラブ等）。
16. 現在、自宅以外での告別式が行われているので、そのような場合は区長が集落

民を代表して焼香する。この場合は西会津町内に限る。
17. 各種法要等（一七日・二七日・三七日）のお念仏は手伝いをされた親族や本家

及び分家以外、交友のあった方は出席されて供養しても良し。お念仏の使いは
しない。ただしこの場合、金銭等の供物は一切廃止する。また、三七日には酒
及び肴等でのもてなしは一切廃止する。壇払い・一回忌・三回忌等の法要は親
族や近親者のみで行う。

18. お宮掃除について、当事者は 1 年間を服喪中とし掃除等は参加しない。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

○災害発生時
　過去の歴史を見ても、中町集落は災害が少ない地域です。万一、被害がある可能性をあげるとすれば、大雨に
よる洪水や氾濫が考えられます。

・小規模な災害が発生した際の一時避難所
　【中町集会所】中町集会所には電話はないので、連絡は区長宅になります。

避難は、区長の判断と呼びかけにより行います。

・大規模な災害が発生した際の避難所
　【奥川みらい交流館】
町の防災無線のアナウンスにより、避難指示が発令されます。避難情報は、各家庭のケーブルテレビでも確認で
きます。

・防災ハザードマップ
各世帯に冊子が配布されるほか、町の公式サイトでデータマップが公開されています。

https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/uploaded/attachment/2260.pdf

＝連絡先 MEMO＝
区長	 ☎

奥川みらい交流館	 ☎ 0241-49-2001

☆万が一に備える
⃝大雪の際は、停電になる可能性があります。電気が使えなくても暖をとれるように、各家庭に 1 台、石油ストーブ

があると安心です。灯油は常にストックしておきましょう。
⃝大雪で車が立ち往生した場合に備えて、車内にはスコップを常備しておきましょう。
⃝ボヤが起きたときは、すぐに近所の助けを呼んで消火器などで初期消火を行いましょう。
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 委員／団体について
　集落を運営するために、いくつかの委員会や団体が設置されています。義務参加ではありませんが、もし興
味があれば区長さんに相談の上、委員会や団体に参加することもできます。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

○五
ご

か村
そんぜき

堰委員
　中町・新町・小山・宮野・真ヶ沢の 5 集落の委員が集い、
管理している水路の整備や人足などの日取りを決めています。

○道路委員
　山道や農道の整備、管理を行っています。

○水
み ど り

土里事業委員
　農業に関する事業の推進や手続きなどを行っています。

○健康づくり協力員
　町の健診の案内を各世帯に配布・回収しています。

○体育協会代議員
　体育祭を行う際の選手決めや、奥川地区で開催するレクリ
エーションの集落のまとめ役を担います。

○消防団（中町班）
　消防車が出動する前の初期消火をする役割。加入したい場
合は中町消防団の班長に連絡しましょう。女性でも入れます。

〇クリーン推進委員
　ごみ収集所の見回り・管理を行います。
※その他、農協・共済・土地改良区・森林組合等の連絡員
があります（該当者のみ）。

○交通会班長／交通会母の会
　交通会の会費を集めたり、交通安全週間時の街頭指導を
行ったりしています。

○区割り
　中町集落の中でも 5 つの「組」（野

の
原
ばら

組・下
したむら

村組・中
なかじま

島組・中
なかむら

村組・中
なかどお

通り組）に分かれており、集落行事の
準備や回覧版などもその組ごとに行われています。

○組長（5名）
　回覧板の配布や区費の集金などを行います。決め方は組内の順番制で任期は 1 年。

○区長選挙
　2 年に一度、区長選挙が行われます。選挙権は 1 世帯につき 1 票。区長は定年以降で、本業に支障のない
人が選出されます。会計などの役員は区長が指名します。

○区費
　1 世帯あたり月額 1,400 円の区費の徴収があります。区費は組長がまとめ、区長に届けます。年払いでも、
月払いでも大丈夫です。移住者や駐在者は、集落の暮らしに慣れていない分、少額免除されて月額 700 円（3
年間に限る）と決まっています。

○回覧板
　定期的に、町や集落からの案内文書が回覧板としてまわってきます。回覧板は集落の「組」ごとに配布されま
すので、自宅に回覧板がきたら早めに次の世帯にまわしましょう。

○ごみ出し
　家庭ごみは、集落内にある回収所に、その日の朝 8 時までに出します。分別や回収日については町の取り決
めに従ってください。ごみ専用袋は西会津町の商店街で購入できます。

燃やせるごみ 生ごみ、ゴム、革類、木くず、布類など。町指定の可燃ごみ専用袋（半透明：赤字）へ入れ、
集落のごみ収集場所へ。

燃やせないごみ
金物類、ガラス・陶磁器類、プラスチック玩具などのプラスチック製品そのもの、小型電化
製品など。
町指定の不燃ごみ専用袋（透明：青字）へ入れ、集落のごみ収集場所へ。

プラスチック製
容器包装

プラスチック製の容器や包装で、プラの識別マークが付いてるものが対象となります。　
町指定のプラスチック製容器包装専用袋（透明：緑字）へ入れ、集落のごみ収集場所へ。

あきびん
飲料、調味料等のびん

色別にわけて、集落のごみ収集場所に置かれる専用コンテナへ。冬期間は、不燃ごみ用の袋
に入れて出してください。

空き缶
飲料、菓子缶、缶詰などの空き缶類、カセットボンベ。
集落のごみ収集場所に置かれる専用コンテナに出してください。冬期間は、不燃ごみ用の袋
に入れて出してください。

ペットボトル
飲料、酒類、調味料等のボトルで、ペットの識別マークのついているものが対象となります。
集落のごみ収集場所に置かれる専用コンテナに出してください。冬期間は、不燃ごみ用の袋
に入れて出してください。

紙パック
（牛乳などの紙パック） 集落のごみ収集場所へ、紐で十文字に縛って出してください。

段ボール 集落のごみ収集場所へ、紐で十文字に縛って出してください。

紙製容器包装 紙製容器包装…紙製の箱や袋、包装紙類で、紙の識別マークが付いています。
集落のごみ収集場所へ、紐で縛って出してください。

乾電池、電子たばこの
電池、ライター、
蛍光管等

乾電池、電子たばこや加熱式たばこの電池、ライター、蛍光管等は拠点で回収しています。
拠点ごとに置かれている回収箱へ入れてください。
回収拠点…役場、保健センター入口、新郷連絡所、奥川支所

粗大ごみ 家具・たんす・自転車、机など大型のごみは、粗大ごみ収集の際に出してください。
粗大ごみ収集は、年に数回日程を決めて実施します。実施する際は、広報等により周知します。

　　　　  【西会津町】家庭ごみの分け方・出し方はこちら
https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/uploaded/attachment/1232.pdf

 自治会について
　中町集落の自治の仕組みや決まりごとなどをまとめています。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール
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 区長さんの声

どんな関わり方でもいい。
中町集落を盛り上げる仲間になってください！

中町区長・岩橋義平さん

　中町集落で生まれ育ち、町の集落支援員として活動しながら中
町区長を務め、農家民宿「のばら」を営む岩橋義平さん。町外か
ら訪れた人の受け入れ役や、地元の人たちとのつなぎ役になって
くれる集落のリーダーのような存在です。気さくで親しみやすく、
集落のことについても、また困りごとがあった時にも、気軽に相
談に応じてくれます。義平さんにとっての中町集落の魅力や、皆
さんに伝えたいメッセージなどをお話しいただきました。

人口は減っている。でも、集落に関わる人は増えている

　私はこの 10 年、中町集落を含む奥川地区の高齢者の暮らしをサポートする集落支援員として活動し、
中町の自治を統括する区長も務めてきました。この地域は、町内において最も高齢化が進んでおり、人
口が減りゆく実情を抱えています。これだけ聞くと過疎化に焦点があたりがちですが、その一方で、こ
の集落に関わってくれる人は年々増えつつあるのです。いわゆる、交流人口・関係人口と呼ばれるもの
ですね。この『集落の教科書』内でも紹介していますが、県内外の大学生が訪れて、中町集落をフィー
ルドにアートプロジェクトや地域活性につながる取組を多数展開していたり、他にも、プロのクリエイ
ターや企業人が訪れて、中町集落で作品制作や協働プロジェクトを行っていたりしています。様々な人
が集落に集い、これまでになかった新しい風が吹いているのです。私が区長として活動してきたこの
10 年間の中でも、特にこの数年でその勢いは増しています。

集落が守り継いできた土地や自然、文化がある

　中町は、山奥の田舎町にある集落。奥川地区のシンボル・高
こうようさん

陽山を背に、田んぼや畑が広がり、日本
昔ばなしのようなのどかな風景がとても美しい地域です。住民の多くは 60 代以上の人生のベテランた
ち。ちょっとシャイなところもありますが、みんな気さくで町外から訪れた人を歓迎しています。だか
ら「集落に馴染めるだろうか」「仲良くできるだろうか」と不安を抱える人は、安心してください。お
茶飲みが好きな人が多いので、お茶飲みに誘われたらぜひ遊びに行ってもらいたいですし、集落内で住
民に出会ったら元気に挨拶をしてもらえると、それだけで集落の人は喜んでくれます。人の行き交いが
多く、風通しのいい集落ではありますが、昔から守り継いできた土地や自然、文化があり、ここにいる
人と人とのつながりも大切にしています。ぜひ中町集落を訪れた際には、私たちが大切にしてきた風習
や価値観を尊重いただければ、とてもありがたいです。その内容については、この『集落の教科書』に
書かれてあるので読んでみてくださいね。そして中町集落を盛り上げる仲間になっていただけたら、そ
れ以上の喜びはありません。中町集落で皆さんを待っています！

 中町集落からのお願い
　のどかな田園風景も、昔ながらの立派な民家も、この集落に伝わる風習も、すベて、中町集落の皆さんが、
人と人とのつながりの中で手をかけながら大切に守ってきたものです。この集落を訪れる人や、移住される方
へ、集落からのお願いごとをこのページにまとめています。集落の皆さんの価値観や暮らしを尊重し、中町集
落での滞在を楽しんでください。

強いルール 慣例や風習 消えつつある
ルール

ゆるいルール

○人に出会ったら元気にあいさつ　
　集落の住民は、お互いが顔見知り。町外から訪れた人は、地元の人にとってひと目で分かります。集落で
出会う人には、元気にあいさつしましょう。また、集落に移住する人は、全世帯へのあいさつまわりをおすす
めします。不安な時は区長さんに相談して、サポートしてもらいましょう。

○ 15 分前行動
　集落の人は、時間を守ります。早め、早めの行動を心がけ、時間を守りましょう。例えば 18 時から会議
がスタートするとしたら、遅くとも 10 分前には参加者が出揃っている場合がほとんどです。

○家の管理をしっかりと
　家の掃除や、春〜秋は草刈り、冬場は除雪。家の管理をきちんとしないと、草が生い茂ったり雪だまりになっ
たりして、景観も荒れてしまいます。集落の景観をつくるという意識を持って、家を大切に使いましょう。

○素を出す
　中町集落は、人と人の距離が近く、まるで皆が家族のようです。そうした関わりの中で気を遣ってしまう
人もいるかもしれませんが、気を遣いすぎると、かえって集落の人たちも距離をとるようになってしまいます。
気を張らないで、なるべく自分の素を出すようにすれば、コミュニティに馴染みやすくなりますよ。
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ご協力いただいた皆さん

岩橋義平さん ( 中町集落の区長／取材時 )

矢部たみさん ( 時計屋 )

石井アツ子さん ( 大上 )

結城キミ子さん ( 栄屋 )

岩橋厚子さん ( 大下 )

飯嶋竜太さん ( 西会津町商工観光課／取材時 )

円谷隆典さん・かお里さん ( 中町集落移住者 )

荻原謙介さん ( 中町集落移住者 )

渡辺貴洋さん ( 地域おこし協力隊／取材時 )

長谷川幸志さん ( 地域おこし協力隊／取材時 )

井上朋さん（地域おこし協力隊／取材時）

おむすび屋「結」メンバー

やどりぎ案内 2023 メンバー

その他、中町集落の皆さん

＝連絡先 MEMO＝



良いことも　そうでないことも　ちゃんと伝えたい
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